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表１　 日本の指導事項と韓国の内容成就基準（第1学年及び第２学年）
日本（指導事項） 韓国（内容成就基準）

音
読

ア 　語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて
音読すること。

・ 文字の構成を理解し，文字を読み，読むことに関心を持つ
こと。
・ 言葉と文を正確に読み上げること。
・ 意味がよく表現できるよう文章を適当にあけて読むこと。
・ 文章の雰囲気を生かして効果的に朗読し，読むことの面白
さを感じること。

説
明
的
な

文
章
の
解
釈

イ 　時間的な順序や事柄の順序などを考えながら
内容の大体を読むこと。

・ 文章を読み，大事な内容を確認すること。

文
学
的
な

文
章
の
解
釈

ウ 　場面の様子について，登場人物の行動を中心
に想像を広げながら読むこと。

・ 物語の初め，中，終わりを把握しながら作品を理解するこ
と。
・ 作品の中の人物の心，様子，行動を想像すること。

自
分
の
考
え
の

形
成
及
び
交
流

エ 　文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。
オ 　文章の内容と自分の経験とを結び付けて，自
分の思いや考えをまとめ，発表し合うこと。

・ 文章の内容を自分の経験と関係づけて理解すること。

目
的
に
応

じ
た
読
書

カ 　楽しんだり知識を得たりするために，本や文
章を選んで読むこと。

・ 詩を朗誦したり，歌や短い物語を聞かせること。

　第1学年及び第２学年では，文字に初めて接する
段階として，基本的な発音に留意しながら音読する
こと，文章の大体の内容を確認しながら読むこと，
登場人物の行動を想像しながら読むこと，文章の内
容を自分の経験と結び付けながら読むこと，読むこ
とに関心を持つことなどの共通点があることが分

かった。
　第３学年及び第４学年では，文章を読んで中心と
なる内容を把握すること，登場人物の気持ちを想像
しながら読むこと，文章を読んで要点をまとめるこ
と，文章を読んで考えたことを話し合うことなどの
共通点があることが分かった。

表２　 日本の指導事項と韓国の内容成就基準（第３学年及び第４学年）
日本（指導事項） 韓国（内容成就基準）

音
読
ア 　内容の中心や場面の様子がよく分かるよう
に音読すること。

・ 短い詩や歌を暗唱したり，物語を口演すること。

説
明
的
な

文
章
の
解
釈

イ 　目的に応じて，中心となる語や文をとらえ
て段落相互の関係や事実と意見との関係を考
え，文章を読むこと。

・ 文章を読み，中心となる考えを把握すること。
・ 書き手が提示した意見の妥当性を評価すること。

文
学
的
な

文
章
の
解
釈

ウ 　場面の移り変わりに注意しながら，登場人
物の性格や気持ちの変化，情景などについて，
叙述を基に想像して読むこと。

・ 書き手の心や人物の心を汲み取りながら文章を読むこと。
・ 面白いところや感動的なところなどに留意しながら作品を理
解すること。
・ 物語の流れを把握して内容をまとめること。
・ 作品の中の人物，事件，背景について説明すること。
・ 作品の中の世界と現実の世界との共通点と相違点が分かるこ
と。

自
分
の
考
え
の

形
成
及
び
交
流

エ 　目的や必要に応じて，文章の要点や細かい
点に注意しながら読み，文章などを引用した
り要約したりすること。
オ 　文章を読んで考えた事を発表し合い，一人
一人の感じ方について違いのあることに気付
くこと。

・ 文章を読み，内容を大づかみにまとめること。
・ 読む過程で知識と経験を積極的に活用しながら文章を読むこ
と。
・ 文章についての経験と反応を他人と交わすこと。
・ 作品を聞いたり，読んだり，見たりして感じたことを多様な
方法で表現すること。

目
的
に
応

じ
た
読
書

カ 　目的に応じて，いろいろな本や文章を選ん
で読むこと。
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表３　 日本の指導事項と韓国の内容成就基準（第５学年及び第６学年）
日本（指導事項） 韓国（内容成就基準）

音
読

ア 　自分の思いや考えが伝わるように音読や朗
読をすること。

効
果
的
な

読
み
方

イ 　目的に応じて，本や文章を比べて読むなど
効果的な読み方を工夫すること。

・ 様々な読み方があることを知り，適用すること。

説
明
的
な

文
章
の
解
釈

ウ 　目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ
て要旨をとらえたり，事実と感想，意見など
との関係を押さえ，自分の考えを明確にしな
がら読んだりすること。

・ 文脈を考え，語の意味を把握しながら文章を読むこと。
・ 文章に表れた書き手の観点や意図を把握すること。
・ 主張の妥当性を判断しながら文章を読むこと。

文
学
的
な

文
章
の
解
釈

エ 　登場人物の相互関係や心情，場面について
の描写をとらえ，優れた叙述について自分の
考えをまとめること。

・ 作品の語り手の観点を理解すること。
・ 作品に表れた比喩的表現の特徴と効果を理解すること。
・ 作品の中の人物，事件，背景の関係を把握すること。
・ 作品の中の人物の考えと行動を自分と比べて理解し，評価す
ること。

自
分
の
考
え
の

形
成
及
び
交
流

オ 　本や文章を読んで考えた事を発表し合い，
自分の考えを広げたり深めたりすること。

・ 文章の構成に沿って，全体の内容を要約すること。
・ 内容を推論しながら，文章を読むこと。
・ 自分が好きな文学作品とその理由を話すこと。

目
的
に
応

じ
た
読
書

カ 　目的に応じて，複数の本や文章などを選ん
で比べて読むこと。

・ 多様な読み物を自分で探して読み，自分の読書習慣を見直す
こと。
・ 自分の成長と生き方に影響する作品を読むことを楽しむ態度
を持つこと。

　第５学年及び第６学年では，目的に応じて効果的
な読み方を工夫すること，文章の内容を正確に把握
すること，作品の表現方法について考えること，文
章を読んで自分の考えを明確にして発表すること，
多様な本や文章を読むことなどの共通点があること
が分かった。
　相違点としては，まず，第１学年及び第２学年の
音読の項目で，韓国は文字の構成を理解することに
ついて言及している。これは韓国の文字は音素文字
であるので，結合方式を把握することで，文字の特
性を理解し，読むことに興味をもたせることができ
ると考えられる。次に，同じ内容でも適用される学
年が違う場合がある。例えば，効果的に朗読するこ
とは，韓国は第１学年及び第２学年と第３学年及び
第４学年の内容成就基準だが，日本では第５学年及
び第６学年の指導事項である。また，本や文章を選
んで読むことが，韓国は第５学年及び第６学年の内
容成就基準だが，日本では第１学年及び第２学年の
指導事項である。
　このように，文字の特性や適用される学年による
相違点もあるが，韓国と日本は基本的に「読むこと」
の授業を通して子どもに付けたい能力に共通点が多
い。それは，教育を通して追い求める人間像が似て
いるからであると思う。韓国の教育課程と日本の指
導要領には，いずれも「民主的」と「文化的」とい
う言葉が書かれている。これが国語科の目標である
意思の疎通と国語を愛する態度につながり，教育内

容にも反映されていると考えられる。以上のように
両国の教育内容には共通点が多いことから，日本の
授業方法を韓国の教材に適用することも可能である
と考えられる。
　次章からは，日本の授業方法で，近年注目されて
いる「単元を貫く言語活動」について見ていきたい。

３．日本の「読むこと」の授業の実際
（１）単元を貫く言語活動とは ii

　前章で述べた韓国と日本の共通点を基に韓国でも
適用できる授業方法を探索した結果「単元を貫く言
語活動」が韓国の授業方法として適用できることが
分かった。単元を貫く言語活動とは，当該単元で付
けたい国語の能力を確実に子どもたちに身に付けさ
せるために，子どもたちにとっての課題解決の過程
となるように，言語活動を，単元全体を通して一貫
したものとして位置付けるものである。
　国語科において単元を貫く言語活動を位置付ける
意義は次の通りである。まず，国語科では，言語活
動を通して指導事項を指導することが基本である。
その際，単元でねらう能力は，単元全体を通して指
導するものであるため，関連する言語活動を部分的
に位置付けて，関連のない別の言語活動を行うので
は，効果的に能力を身に付けることができない。次
に，国語科の授業は，話すこと・聞くこと，書くこ
と，読むことの学習活動で構成されているが，その
場その場で発問や指示に反応するだけの学習では，
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主体的な思考・判断を伴う学びの実現は難しい。し
かし，単元を貫く言語活動を位置付けることによっ
て，目的や必要性をもちながら学習することで，子
ども自身が学習全体を見通すことや振り返ることが
できるようになる。また，無目的に場面ごと，ある
いは段落ごとに細かく読み取る指導では，重点的な
ねらいは実現しにくいばかりか，必要な指導に時間
をかけることが難しくなる。身に付けたい能力にふ
さわしい単元を貫く言語活動を設定することで，単
元の学習活動がねらいの実現に収束していくことと
なる。その結果，時間の短縮につながる。
　単元を貫く言語活動は，国語科と各教科等が連携
するための手がかりともなる。社会科や理科，家庭
科，総合的な学習の時間などは，おおむね課題解決
あるいは問題解決の過程を取っている。単元を貫く
言語活動を位置付けることは，子どもが自ら言語活
動を行うという課題の解決を目指す授業づくりを行
うことである。
　言語の能力の育成を直接の目的とする国語科で
は，以上のように，単元を貫く言語活動を位置付け
ることで，効果的な授業を行うことができると考え
られる。
（２ ）単元を貫く言語活動を位置付けた授業の実際
の例

　単元を貫く言語活動として使える方法は多様であ
るが，ここでは，資料をつくって読んだ本を友達に
紹介する活動を位置付けた授業の例を紹介する。読
んだ本を友達に紹介する言語活動は，自分のために
読むだけではなく，人に紹介することによって作品
に対する自分の思いを深める言語活動である。紹介
することを通して，自らの読書生活を豊かにすると
ともに，紹介する相手と，本を読みたい気持ちを共
有して読書の輪を広げていくことができる。
　５年生の単元「６．作品を自分なりにとらえ，朗
読しよう」では「読むこと」の指導事項「登場人物
の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，
優れた叙述について自分の考えをまとめること」に
重点を置いて指導する。そこで，単元を貫く言語活
動として，心にぐっときた椋作品を「本のショーウ
インドー」でお薦めすることを位置付けている。こ
こで取り上げる「本のショーウインドー」は「登場
人物紹介」，「心にぐっときた場面」，「心にぐっとき
た理由」，「オススメッセージ」（おすすめとメッセー
ジをたした造語）などのパーツを位置付けた立体的
な文学作品の推薦リーフレットである。単元の構成
は，第一次では，教師自作の「本のショーウインドー」
を使って椋鳩十作品のブックトークを行い児童の興
味や関心を高める。また，単元を貫く言語活動の見

通しをもち，自分が紹介したい作品を見付ける。第
二次では，「大造じいさんとガン」で心にぐっとき
た場面とその理由を見付けて読みながら，「本の
ショーウインドー」づくりのモデル学習を行う。「本
のショーウインドー」のパーツを一つ作り，その後，
自分が選んだ椋鳩十の作品を読むことで，児童は学
習したばかりの読み方を自分の読みに適用すること
ができる。第三次では，並行読書で読んだ椋鳩十の
作品で「本のショーウインドー」を作り，友達と紹
介し合い，読みの意欲を高める。
　また，3年生の単元「１．物語の感想をまとめよう」
では，「読むこと」の指導事項「場面の移り変わり
に注意しながら登場人物の性格や気持ちの変化，情
景などについて，叙述を基に想像して読むこと」を
ねらいにしている。「ずきんブック」とは「心にず
きんと響く叙述」，「ずきんと響いた理由」，「戦争や
平和について感じたこと」を書いた本のリーフレッ
トである。この単元の構成は，第一次は，教師自作
の「ずきんブック」を使って，戦争について書かれ
た物語を紹介し，読み聞かせを行う。また，並行読
書をする時間を確保し，自分が紹介したい本を選ぶ。
第二次は，「ちいちゃんのかげおくり」を読んでパー
ツを書き入れ，自分が選んだ本も同様に読んでパー
ツを書き入れるというABワンセット方式で学習を
進める。毎時間「ちいちゃんのかげおくり」と自分
の選んだ本の「ずきんブック」のパーツを書き入れ
て，少しずつ完成に近づいていくことで，単元のゴー
ルに向かう意欲を高める。第三次は，「ずきんブック」
を基に自分がずきんと心に響いたところ，その理由，
戦争と平和について感じたことを６年生に紹介して
感想や意見をもらう。
　この授業はリーフレットやパンフレットのような
資料を作って読んだ本を友達に紹介する授業方法の
一つで，授業の構成は基本的に上のようであるが，
資料の名前や各パーツの内容は変えることができ
る。もし，単元を貫く言語活動として，本を読んで
推薦の文章を書き，「本のショーウインドー」をつ
くって作品を推薦することを位置付けた場合は，各
パーツは「あらすじ」や「魅力的な場面を推薦する
文章」などで構成できる。また，「読むこと」の指
導事項「場面の移り変わりに注意しながら登場人物
の性格や気持ちの変化，情景などについて，叙述を
基に想像して読むこと」を達成するために，単元を
貫く言語活動として，自分が選んだ物語のお気に入
りの場面を「お話ブック」で紹介することを位置付
けた場合，「お話ブック」のパーツは，「あらすじ」，
「お気に入りの本文」，「お気に入りの理由」，「登場
人物の性格及び気持ちの変化と絵」などで構成する
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ことができる。それ以外にも，学年やめあて，資料
の形によって，「紹介人形」，「お話ブック」，「ガイ
ドトライアングル」，「思いのとびら」，「本の帯」な
ど多様な形態が考案されている。
　このような資料をつくって紹介する授業を行うと
きは教員の徹底した準備が必要である。まず，児童
は教員の自作した資料を見ることで，言語活動につ
いての関心や単元の見通しをもてるので，教員は単
元のねらいにふさわしい作品を探して適切なサンプ
ルを作らなければならない。次に，児童が資料の形
を作ることに時間を浪費しないように，予め適切な
サイズや形の材料の準備も必要である。また，この
授業方法は，児童が自分で選んだ本を紹介すること
がめあてなので，確実に並行読書をしているか確認
することも重要である。
　
４．韓国の国語科教科書の単元構成
　日本の教科書はどのような方法で授業を行うかに
ついては詳しく書かれていない。しかし，韓国の教
科書はどのような方法で授業を行うかについて詳し
い。また，日本の教科書は検定制をとっており，複
数種類があるが，韓国は国定教科書である。
　韓国の国語科教科書の一般的な単元構成を紹介す
る。韓国の教科書は『国語』と『国語活動』で構成
されている。『国語』は授業時間に使い，『国語活動』
は授業時間や家庭で補充教材として活用する。『国
語活動』は授業の内容を自分で復習できるように
なっている。以下，韓国の２年生の『国語』の一単
元「10．物語の世界の中へ」を見てみよう。iii

（１）言語活動について
　本単元で重点を置いていることは，場所の変化を
考えながら物事が起こった順序を把握することと接
続詞の使い方を理解することである。その能力を身
に付けるために，多様な教材を使って練習し，自分
の経験と結び付け，友達に順序立てて話してみる。
また，人形劇鑑賞やゲームをすることで，積極的に
授業に参加するように構成している。
（２）教材について
　本単元の教材は全て動物が主人公で教訓的な物語
である。「ウサギとカメ」，「亀主簿伝」，「太陽と月
になった兄妹」は，児童が既に読んだことや聞いた
ことがある作品で，本単元では挿絵や人形劇の形式
で接する。そして，「アナグマの家の花畑」は創作
童話で，作品全体をそのまま載せている。
①ウサギとカメ（イソップ寓話）
　ウサギとカメが走り比べをしたが，ウサギは己惚
れて昼寝をして結局カメが勝つ。
②亀主簿伝（説話）

　海の竜王さまが病気になって，亀主簿（どろがめ）
が薬であるウサギの肝を求めに陸地へ行く。ウサギ
にあった亀主簿はウサギを騙して海に行ったが，真
実を知ったウサギは肝を陸地に置いてきたと嘘をつ
く。それで，二人はまた肝を取りに陸地に行ったが，
ウサギは亀主簿をからかいながら逃げてしまう。
③アナグマの家の花畑（クォン・チョンセン）
　つむじ風が吹いた日，アナグマおばさんは風に飛
ばされ町まで行く。町の学校の花畑を見たおばさん
は自分の家にも花畑を作ることにする。おばさんの
言う通りに畑を掘り起こすおじさんに，おばさんは
花を傷つけないようにしろと小言を言う。周りに花
がいつも咲いていたことに二人はやっと気づく。
④太陽と月になった兄妹（説話）
　ある日，お母さんが家に戻ってくる途中，虎に食
べられてしまう。虎はお母さんのふりをして兄妹の
家に来たが，兄妹は木の上へ逃げる。だが，虎が木
の上まで追ってきて，兄妹は天に祈る。結局，兄妹
は空から下りてきた綱を握って登り，太陽と月にな
る。そして，虎は綱で登る途中，綱が切れてキビ畑
に落ちて死ぬ。
（３）単元構成について
　１時間目は「ウサギとカメ」の挿絵を見て単元全
体の目標を把握する。次に，「亀主簿伝」の４コマ
漫画を見て物事が起こった場所と順序を思い浮かべ
ながら物語を整理する。手引きをまとめると「物事
が起こった順序に沿って話すためには，何を考えれ
ば良いでしょう。」，「物事が起こった順序を考えな
がら，漫画の内容を見てみましょう。：亀主簿の話
をきいて，ウサギは何を考えたのでしょうか。ウサ
ギに騙されたことを知った亀主簿の心はどうだった
のでしょうか。」，「物事が起こった場所と物語の順
序を思い浮かべながら，次の内容を整理してみま
しょう。：場所の変化に沿って物事が起こった順序
を考えながら，物語で起こったことを調べてみま
しょう。場所の変化に沿って物事が起こった順序を
友達に話してみましょう。」，「物語を読むとき，物
事が起こった場所を思い浮かべながら読むことの良
さを考えてみましょう。」である。
　２，３時間目は「アナグマの家の花畑」を読み，
物事が起こった場所を探し，物語を順序に沿って整
理する。手引きは「物語を読んで，答えてみましょ
う。：アナグマのおばさんが市場で見たものは何で
しょうか。アナグマのおばさんは学校の中を覗いて，
何を考えたのでしょうか。アナグマのおばさんの家
の周りに花畑を作れなかった理由は何でしょう
か。」，「物事が起こった場所を順序に沿って探して
みましょう。」，「物語を再び読んで，物事が起こっ
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た場所を考えながら物語の順序を整理してみましょ
う。」，「物事が起こった場所の変化に沿って，物語
の内容を友達と話し合いましょう。」である。
　４，５時間目は「アナグマの家の花畑」を読んだ
二人の対話を読み，接続詞の使い方を捉え，文章と
接続詞のカードを使って，短文作りゲームをする。
手引きは「物事が起こった順序を考えながら二人の
対話を見てみましょう。：二人は何について話して
いますか。物事が起こった順序に沿って話すために
どのような言葉を使いましたか。」，「接続詞の意味
を考えながら，次の文の空欄に適当な接続詞を調べ
てみましょう。」，「接続詞の使い方を考えながら，
短文作りゲームをしましょう。」である。
　６時間目は最近自分に起こったことを接続詞を
使って，順序に沿って話し合う。手引きは「最近，
自分に起こったことの中で，友達に話したいことを
思い浮かべましょう。また，経験したことの順序を
考えながら，内容をまとめてみましょう。」「書いた
内容を見ながら，どのような接続詞を使えば良いか
考えてみましょう。」，「整理した内容を基に，自分
に起こったことを友達に話してみましょう。」，「接
続詞を適切に使って物事の順序を話したか確認して
みましょう。」である。
　７，８時間目は人形劇「太陽と月になった兄妹」
を鑑賞して，場所の変化を考えながら物語を整理し，
友達と物語尻取りゲームをする。手引きは「人形劇
の場面を思い浮かべながら答えてみましょう。：山
の中で虎に出会ったとき，お母さんの心はどうだっ
たのでしょうか。虎がお母さんの服を着て，兄妹の
家に行った理由は何でしょうか。虎が追いかけてき
たとき，兄妹の心はどうだったのでしょうか。」，「物
語で場所の変化に沿って物事が起こった順序を整理
してみましょう。」，「整理した内容を基に，友達と
物語尻取りをしましょう。」，「友達に面白いお話を
物事が起こった順序に沿って聞かせてみましょう。」
である。
　９時間目は単元の内容を整理する。手引きは「本
単元で学んだ内容を思い浮かべながら，空欄に適当
な言葉を書き入れましょう。」，「本単元で学んだ内
容を基に，自分が読んだ物語を順序に沿って，友達
や家族に聞かせてみましょう。」である。
　このように，韓国の教科書は手引きが充実してい
て，授業の経験が少ない教員もある程度の水準の授
業を行うことができる。また，授業の資料や筆記す
る空間がほとんど教科書に付いていて，別途の準備
なく授業ができる。それ以外にも，ゲームや人形劇
鑑賞などの多様な活動ができるように構成されてい
ることも韓国の教科書の長所である。だが，並行読

書の本が紹介されていないので，読書活動の拡張を
支援していないことと，教科書が充実しているため，
教員個人の工夫の余地がないことは短所であると考
えられる。このような相違点があるため，このまま
では，並行読書した本を活用することや資料を制作
する活動をすることは難しい。従って，上記の授業
方法を適用するためには，単元の構成を変える必要
がある。
　そこで，次に，資料をつくって読んだ本を友達に
紹介するという方法を適用して単元を新しく構成し
た。以下，単元について詳しく述べる。

５．日本の授業方法を適用した韓国の授業計画の例
　一人の教員が教科書の構成を変えながら授業をす
ることは現実的に難しい。教科書の内容の変化を最
小化しながら新しい授業方法が使えると，教員の立
場では一層多様な方法を試みることができると思
う。そこで，本単元は韓国の教科書の目的である，
物語を読んで場所の変化に留意しながら物事が起
こった順序を把握することと接続詞の使い方を理解
することを変更せず，並行読書を加え教科書教材の
数を減らし，単元を貫く言語活動を位置付けた授業
を計画することにした。対象は韓国の二年生を想定
している。
（１）言語活動について
　本単元を貫く言語活動として，お気に入りの物語
を「お話ブック」で友達に紹介することを位置付け
た。「お話ブック」とは，主に登場人物の性格や気
持ちの変化を観点に選んだお気に入りの場面を紹介
するためのリーフレットである。この単元では，各
場所で起こったことやお気に入りの場面などのパー
ツに内容をまとめることで，物語の中の場面の変化
や物事が起こった順序を正確に把握することがで
き，友達に本を紹介するとき自分の考えたことをよ
く伝えることができると考えた。
（２）教材について
　本単元では，教科書の教材とともに並行読書の本
として，動物が主人公で，場所の変化がよく表れた
物語を設定した。
①本食べるきつね（フランツィスカ・ビアマン）
　本を食べるのが好きなきつねが図書館の本を食べ
て，警察に捕まる。監獄でおなかがすいたきつねは
看守から紙とペンをもらい，自分で本を書いて食べ
る。後で釈放されたきつねはベストセラー作家にな
り，幸せな生活をする。
② 火曜日のごちそうはヒキガエル（ラッセル・エリ
クソン）
　ヒキガエルがおばあさんの家に行く途中，フクロ
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ウに捕らわれる。フクロウは火曜日に食べるつもり
でヒキガエルを生かしておく。数日後，フクロウが
外へ出たときヒキガエルは脱出するが，きつねに攻
撃されているフクロウを助け，二人は友達になる。
③はしれおてつだいねこ（竹下文子）
　家族を手伝いたいねこがりえちゃんが忘れたハン
カチを届けに学校へ行く。りえちゃんに会う前にい
ろいろなことがあって，結局授業が終わった後ハン
カチを届けるが，それはりえちゃんが他のハンカチ
を使うために家に置いてきたものであった。だが，
家族はねこに美味しいご飯をごちそうする。
④ねずみとくじら（ウィリアム・スタイグ）
　海が好きなねずみが船を作り航海に出るが，海に
おぼれてしまう。通りかかっていたくじらがねずみ
を助けて家まで送ってくれる。長い年月の後偶然海
辺で死にかけているくじらを発見したねずみはぞう
を呼び，くじらを海に送ってもらう。

⑤太陽と月になった兄妹（説話）
　同前
（３）単元の構成について
　１，２時間目は教師自作の「お話ブック」の読み
聞かせを聞いて単元の見通しを持ち，自分が紹介す
る「マイブック」を決める。３，４時間目は「アナ
グマの家の花畑」と「マイブック」を読み，物事が
起こった場所を探し，物語を順序に沿って「お話ブッ
ク」に整理する。５，６時間目はお気に入りの場面
を探し，「お話ブック」を完成する。７時間目は接
続詞の使い方を捉え，読み聞かせをするとき接続詞
が必要だということを意識する。８時間目は「お話
ブック」を使って物語を友達に紹介する練習をする。
９時間目は場所の変化と物事の順序を考えながら物
語を紹介する。また，友達から聞いた物語を探して
読むことで，自分の読みを広げる。

（４）単元の計画

時 学習活動 学習指導事項（○）

１
・
２

①「亀主簿伝」の読み聞かせを聞き，学習意欲と単元全体の見通しをもつ。
＜「亀主簿伝」の中で場所はどう変化したのかな＞
・海，陸地，海，陸地の順序
＜各場所で起こったことを話してみよう＞

②「お話ブック」をつくるために関連図書を読み，「マイブック」を決める。
＜紹介したい「マイブック」を見付けよう＞

○ 教師自作の「お話ブック」で物語を紹介す
ることで，学習意欲と単元全体の見通しを
もてるようにする。
○ 場所の変化に沿って起こったことを把握す
ることを意識させる。

○ 並行読書ができるよう，複数冊の本を準備
しておく。
○ 友達と交換しながら読書を続け，紹介した
い本を自分で見付けることができるように
する。

３
・
４

③ 「お話ブック」をつくるため「アナグ
マの家の花畑」を読み，物事が起こっ
た場所を見付け，各場所の情景や雰囲
気を色で表す。また，各場所で起こっ
たことを把握する。
＜「アナグマの家の花畑」の中で場所は
どう変化したのかな＞
・家，町の市場，学校，家
＜各場所に何色がぴったりかな＞
・ 学校は花畑があるからオレンジとか黄
色かな。
＜各場所ではどんなことが起こったかな＞
・ 学校できれいな花畑を見付けたおばさ
んは自分の家にも花畑を作りたいと
思ったよ。

④ 「お話ブック」をつくるため「マイ
ブック」を読み，物事が起こった場所
を見付け，各場所の情景や雰囲気を色
で表す。また，各場所で起こったこと
を把握する。
＜「マイブック」の中で場所はどう変化
したのかな＞
・「本食べるきつね」では家，図書館，
監獄，家
＜各場所に何色がぴったりかな＞
・監獄は暗いのが合うから灰色かな。
＜各場所ではどんなことが起こったかな＞
・ 図書館で本を食べたきつねは警察に捕
まったよ。

○ 様々な色の画用紙を教師が適切なサイズに
切り準備しておくことで，時間を浪費しな
いようにする。
○ 各場所のイメージカラーと起こったことを
考えながら物語の流れが読めるようにす
る。
○ 各場所に合う色の紙を選び，「お話ブッ
ク」に場所の順序に沿って貼らせる。
○ 「お話ブック」は友達に物語を紹介すると
きの補助的役割なので，各場所の名前と起
こったことを紙に簡単に書くようにする。

５
・
６

⑤ 「お話ブック」をつくるために「アナ
グマの家の花畑」を読み，お気に入り
の場面と理由を考える。また，お気に
入りの場面を絵で表す。
＜お気に入りの場面はどこかな＞
・ おばさんがおじさんに小言を言うとこ
ろが気に入った。
＜どうして気に入ったのかな＞
・ うちのお母さんとお父さんみたいで面
白い。

⑥ 「お話ブック」をつくるために「マイ
ブック」を読み，お気に入りの場面と
理由を考える。また，お気に入りの場
面を絵で表す。
＜お気に入りの場面はどこかな＞
・ きつねが書いた本がベストセラーに
なったところが気に入った。
＜どうして気に入ったのかな＞
・ きつねは食べるために書いたのに，そ
れがベストセラーになってきつねが幸
せになったのが気持ち良かった。

○ 友達に自分が選んだ物語の良さを紹介する
ために，魅力的な場面を紹介することが効
果的だということを意識させる。
○ 「お話ブック」の余白にお気に入りの場面
を簡単に絵で表す。また，お気に入りの理
由を書く。
○ 絵は友達に本を紹介するときの補助的役割
なので，絵を描くことに時間を浪費しない
ようにする。

場所の変化と物事が起こった順序に留意しながら「お話ブック」を作って，お気に入りの物語を友達に紹介しょう。
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７

⑦ 物語の読み聞かせを聞き，接続詞の種類と使い方を把握する。また，「お話ブッ
ク」を見ながら，物事が起こった順序に沿って適当な接続詞を考える。
＜空欄に適当な言葉は何かな＞
・ ○○は読書が好きです。（　　　）作文も好きです。
・ ○○は運動が好きです。（　　　）いつも運動時間を待ちます。

○ 接続詞の種類と使い方に着目させ，教師の
物語を再び聞かせる。
○ 物語を聞かせるときは接続詞が必要だとい
うことを意識させる。
○ 接続詞についての練習問題を解く。接続詞
の意味を考えながら文の空欄に正しい接続
詞を入れる。
○ 「お話ブック」を見ながら適当な接続詞を
考えさせる。

８
⑧ 「お話ブック」で友達に物語を紹介するための練習をして友達から意見をもら
う。

○ 同じ物語を選んだ友達と，紹介する練習を
通して，物事が起こった順序に沿って物語
を聞かせる仕方について考えさせる。

９
⑨ 「お話ブック」を使って，友達に物語を聞かせる。また，友達の話を聞いて，読
みたくなった本を読む。

○ 場所の変化と物事の順序がよく分かるよう
に友達に聞かせるとともに，友達の選んだ
物語のよさに気付く。

６．おわりに
　以上，韓国の教育課程と日本の指導要領を比較し，
日本の参考文献で調べた授業方法を韓国の授業に適
用した。韓国と日本の国語科の教育目標は，国語を
正確に使用し，理解すること，国語に対する正しい
態度を育てることが共通してあげられている。そし
て，教育内容にも多くの共通点がある。共通点とし
ては，基本的な発音に留意しながら音読すること，
文章の内容を把握しながら読むこと，文章を読んで
要点をまとめること，登場人物の行動や気持ちを想
像しながら読むこと，作品の表現方法について考え
ること，文章の内容を自分の経験と結び付けながら
読むこと，文章を読んで考えたことを話し合うこと，
読むことに関心を持つこと，効果的な読み方を工夫
することなどがある。このような共通点があること
から，両国の授業方法の共有が可能であると判断し，
日本の「読むこと」の授業方法の中で，単元を貫く
言語活動として，資料を制作して読んだ本を友達に
紹介することを位置付けた授業を調べた。単元を貫
く言語活動とは，近年注目されている授業方法で，
言語活動を課題解決の過程となるよう，単元全体を
通して一貫したものとして位置付けるものである。
次に，韓国の教科書の一単元を目的は変更せず，単
元を貫く言語活動として「お話ブック」を作って読
んだ本を友達に紹介することを位置付け，新しく構
成した。
　授業の計画を立てた結果，単元を貫く言語活動は，
韓国の授業の改善にも役に立つ可能性があることが
分かった。韓国の国語科の教科書は同じ活動を何回
も繰り返すことが多く，単元で重点を置いた活動を
十分に練習することができるが，同じことの繰り返
しで児童が退屈すること，教員の指示に目的意識な
く従うこと，授業時数の確保が現実的に難しいこと
などの問題もある。本稿で例に挙げた「お話ブック」
を作って本を紹介するという言語活動は，「場所の
変化に留意しながら読むこと」，「物事が起こった順
序を考えながら読むこと」，「お気に入りの場面を見

付けること」，「接続詞の使い方を理解すること」，「自
分が選んだ物語を友達に紹介すること」などの能力
を身に付けさせることができる。単元を貫く言語活
動で授業を行うことで，授業時数の短縮も可能であ
る。また，児童は「お話ブック」のサンプルを見て，
自分が授業で何をしているかを明確に認知すること
もできる。このような他国の授業方法の長所を受け
入れることは，授業の改善のみならず，教員の自己
啓発にもつながると考える。
　このように，授業技術を得るために工夫すること
には，どのような意味があるだろうか。今日，韓国
では，公教育の崩壊という言葉をよく耳にするが，
まだ教員に要求されることは多い。小学校の場合，
児童は自分の話をよく聞いて理解してくれる教員，
父兄は生活指導や友人関係に励む教員，学校は業務
処理能力がある教員を要求する。だが，教員として，
公教育への信頼を取り戻す最も重要な仕事は授業で
あると思う。学校では，上で言及したことをいくら
よくやっても，授業ができない人は教員とは言えな
いと考える。よく知っている内容でも授業技術がな
いと，うまく教えられない。だが，あらゆる教員が
授業の専門家だと言えるか考えてみると，そうであ
るとはいえない。現在の韓国社会で教員は安定的な
職業であると思われ，自ら努力せず，安逸な態度で
過ごす恐れがある。だが，教員という職業の特性上，
変化してゆく子どもたちと社会，文化に合わせて，
授業も新しく変化させなければならない。児童のた
めにも，自分自身のためにも，責任感を持ち絶えず
授業方法を研究する態度を持つべきであると考える。

（本論文は，浮田の指導のもとに韓が執筆した。『研
究集録』に投稿するために，浮田が論文の形式とな
るように書き直しをした。）
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注
ⅰ以下，韓国の国語科教育課程は韓が翻訳した。
ⅱ以下の記述は，水戸部修治『小学校国語科授業＆
評価パーフェクトガイド』明治図書，2013年，
31−34頁，『小学校国語科学習指導案パーフェク
トガイド　３・４年』30−37頁，『小学校国語科
学習指導案パーフェクトガイド　５・６年』30
−37頁による。
ⅲ以下翻訳は韓による。




